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研究主題 一人一 人が 楽 しく主体 的 に活動す る書写学 習

1研 究 主題 につ いて

1主 題設定の理由

2000年 とい う新たな年を迎 え・社会1まこれか らも糺 く変化 してい くであろ うこと騰

想 され る。21世 紀を生 きる児童'生 徒に必要 な力は 「自ら学び 自ら考え る力」で ある。填

童 ・生徒が学習 してい く中で 楽 しさを感 じると 「もっと知 りた い」 「もっとや りたい」蔭

「もっとがんば りたい」 とい った意欲が生まれ、「そのために はどうすればよいか…」 ど

考 え始 める。そ して、実際にや ってみて うま くいった り、 もう少 しで うま くい くと感 じた;

りした とき、学ぶ ことの楽 しさや喜 びを実感す る。学習を楽 しいと感 じると、真に児童 ・3

生徒 の学習意欲 とな り自 ら取 り組 もうとす る主体的な学習活動へ とつなが ってい く。 それ

は生涯学習の基礎 ・基本 と しての 「自 ら学ぶ力」を養 うとい うことで もある。

国語科書写では、児童 ・生徒の主体的な学習 を実践 しなが ら、読み手 を意識 した伝達性

の高い正 しく整 った文字を書 くことがで きるよ うに し、場や用途 に合わせて文字の大 きさ

や字配 りも考えて書 くことがで きる能力 ・態度 の育成をね らいと している。

これは、国語科の 目指す 「適切に表現す る能 力」 「思考力」 「言語感覚」 「国語に対す

る関心 」 「国語を尊重す る態度」等の育成の基礎 ・基本であ り、書写が国語科の 「言語事

項」に位置付 け られている理 由であ ると考え る。 したが って、書写の時間は、児童 ・生徒

の主体 的な活動 による学習を いっそ う重視 し、一人一人が 自分 の課題を もち、その課題を

解決 しよ うとす ることを通 して、学 び方を身に付 けて い くよ うにす ることが大切である と

考える。

以上 の ことか ら、本年度 は研究主題を 「一人一人が楽 しく主体的 に活動す る書写学 習」

と して研究を進め ることと した。

2研 究 のね らい

児童 ・生徒が楽 しく主体的 に活動す る姿を具体的 にと らえると、学習の過程 に沿 って、

次のよ うな五っの段階が考え られ る。 まず、学 習の導入段 階で は 「興味 ・関心を もって 自

分の課題を見つ けよ うとす る」。 その見 いだ した課題を解決す るために、練習の順序 や練

習用紙選択の工夫 などの 「自分 な りの解決方法を見っけよ うとす る」。そ して、 自ら考 え

選んだ解決方法 を使 って課題解決 を目指 し 「進んで しか も持続 的に練習 に取 り組む」。 そ

の際、友人や教師 に励 まされ た り、 自分 自身で成果 を確認 した りす ることによ り 「課題達

成の喜 びを味わい」学習意欲が さ らに高 まる。そ うして、書写 の時間 に学ん だ ことを 「日

常生活の中で生か そ うとす る」 ことによ り書写 に習熟 してい くであろ う。

そこで、 「一人一人が楽 しく主体的に活動す る書写学習」の実現 のために、以下のよ う

な児童 ・生徒 の育成を 目指す効果的な指導法を明 らかにす ることをね らって研究を進め る。

(1)自 分の課題 を見つ ける子(2)課 題解決の方法 を見いだす子

(3)課 題解決に向けて取 り組 む子(4)達 成感 ・成就感 を得 る ことができる子

(5)学 んだ ことを 日常生活に生かす子
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3研 究の全体構想図

社会の要請
●自ら学び、自ら考える力

●豊かな心

●基礎 ・基本の徹底

●個性の伸長

●文化と伝統の尊重

国 語 科 の 目標

国語科書写のねらい
●文字 の基礎 ・基本を理解

し、正しく整えて書 く能力

を養 う。
●文字に対する関心を深め、
文字を尊重する態度を育て

る。

書写を取 りまく環境
●メディアの多様化

(映像文化の発展)
●パ ソコン、ワープロ

インターネッ トの普及
●文字言語による伝え合 う力

の重視

児 童 の 実 態 生 徒 の 実 態
小学校 中学校
●低学年の児童は、新 しい文字と出合 うことを喜 一 一 ●文字をより上手に書 きたいという希望をもって

び、文字を書 くことに意欲的である。 い る 。

●姿勢や筆順 ・用具の扱 い方など、基礁 ・基本が ●書写活動に対する意欲の個人差が大 きい。
なかなか定着 しない。
●中学年以降の児童は、「毛筆で書 くことは比較的

好 きであ る。

.●上手に書きたいと願 っているが、技能が ともな

わない、児童が多 い。

一 v

腿
人一人が泓しく主 的にテ動す鐙 差習

V 合
研 究 の ね ら い

1

2

3

4

〔
J

以下の児童 ・生徒の育成を目指す。

自分の課題を見つける子

課題解決の方法を見いだす子

課題解決に向けて取 り組む子
達成感 ・成就感を得ることができる子

学んだことを 日常生活に生かす子

V 合

1自 分の課題を見つけるように

●字形、字源についての理解

●分解文字の操作

●基準の確認
』 拡大文字 自己批正

『スケールシー トaの 活用

●チーム ・ティーチングによる指導

2問 題解決の方法を見い出す ように

●用筆 … 穂先と腹の使い方(二 色筆)

●教材 ・教具の工夫

課題別色 リボン、色付箋

視聴覚機器、OHCの 活用

■自己評傾 シー ト、学習 カー ド

●練習用紙の選択、作成

●チーム ・ティーチングによる指導

嵩 湯 ヒ導 の 工 夫

3課 題解決に向けて取 り組むように

●練習時間の保障

●練習用紙の工夫

(課題別練習、補助線、始筆の位置等)

●学 習用具の工夫

(刻印、硬筆鉛筆、硬筆下敷の活用)

●形成的評価

●練習 コーナーの設置

●チーム ・ティーチングによる指導

4達 成感 ・成就感を得られるよ うに

●基準の再確認

●自己評価、相互評価

●提示方法の工夫

(試 し書きとまとめ書きとの比較)

●個人内観点号1信平価、到達度評価

●チーム ・テ ィーチ ングよる指導(個 に

応 じた支援)

V 合
授業研究 分析と考察

i

まとめ と 今後 の課 題

5学 んだ ことを日常生活に生かすように

●硬筆、毛筆の関連

●他教科や生活の場に生かす工夫

(手紙、はがき、案内状)

(記録 ・観察文、俳句等)

●文字環境を整える

(掲示物、教室環境)

(新聞、ポスター等)
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H研 究の内容

1自 分の課題 を見つ けるように

学習の課題づ くりは、学 習活動のスター トである。書写学習で児童 ・生徒が 「楽 しく主

体的 に」活動す るために、第一 に課題づ くりを児童 ・生徒 自らが行 うことがで きるように聖

す ることが大切であ る。つ まり・教師が課題を提示す るので はな く・児童 ・生徒 自らが 自i.

分の課題 を見つけ設定 してい くことを基本 に したい と考 えた。 このよ うに主体的に活動ず.

ることを児童 ・生徒 は 「楽 しい」 と感 じ、 自分の課題を明確 に もっ ことによ り課題解決に一

向けて さらに意欲的積極的に取 り組む ことがで きる。そ こで、具体的 な指導法 と して以下

のよ うな工夫を考え・研究授業だけでな く日常の書写指導 の場面に広 げなが ら取 り組む こi

とと した。 三

(1)課 題 を見つけるための児童 ・生徒 の学習活動 の工夫 一1

ア 文字 を正 しく整えて書 くためには、正 しい筆順で書 くことが重要であ る。そ こで、1

導入部分で は筆順 を確認 しなが らゆ っくり空書す ることを位置付 ける。その際、教師

は教材文字を板書 した り掲示 した拡大文字をゆ っくりなぞ り、児童 ・生徒はそれに含

わせて書 き順の画数を言 いなが ら空書す るようにす る。 そ うす ると、楽 しみなが ら、π

よ く観察 して理解が深 まり、自分の課題 に気付 きやす くな る。

イ 試 し書 きと教材文字を比較(自 己批正)し て、試 し書

きの用紙に気付 いた ことを赤ペ ン書 き込んだ り○ ・△等

の 印を付けた りす る。

ウ 教材文字の 「基準」を明確 にっか むため上記 「イ」の

灘 驚 蹴 漏 欝 合い・その中で考え1

縫1雛藩欝 雛1諜1
窟 乱
.罐 憂ξ

とらえ られなければ、効 果的な書写学習 は期待で きない。

学習 の導入段 階で、興味 ・関心を もって文字 を整えて書

くための 「基 準」を理解 できるよ うに十分配慮 したい と 、1顯』巌 黙

考え る理由である。 自己批正の例

(2)課 題 を見つけるための教材 ・教具の工夫

ア 教材文字にっ いて興味 ・関心 を もった り字形を理解 した りす るために、教材 の 「拡

大 文字」を黒板 に掲示す る。大 きい文字を離れて見 ると、一文字の組み立て として上

下 、左右のバ ラ ンス及 び点画の間隔が分か りやすい。 また二文字以上の文字の中心が

そろ っているかが判別 しやす くな り、 「基準」 に気付 くことがで きる。

イ 試 し書 きと教材文字を比較 して自己批正を行 うために、 「スケール シー ト」 を用い

る。rス ケ ール シー ト」は、OHPの ク リア シー トに、文字や行の中心 とな る直線を

3



書いて作 った ものである。透明なので、試 し書 きや教材文字に重ねて中心線や上下 ・

左右 のバ ラ ンスな どが明確 にな り、比 較 しやす くなる。

ウ 教材文字の 「基準」を確認す るために、各 自で 「分解文字 」を操作 した り、全員で

「拡大分解文 字」を操作 しなが ら話 し合 った りす る。

工 課題意識を明確 にす るために、 「自己評価 シー ト(学 習 カー ド)」に自分の課題 を

記入す ることが従来か ら行われて いる。大変効果があ るが、狭 い机上 で複数の筆記 具

を用い ることの難 しさが課題で あった。本研究では、児童 ・生徒の発達段階を考慮 し、

課題別の色 リボ ンや色付箋等 を用 いて、練習時間の確保を図 ることに した。

③ 課題を見つ けるための教師の支援

ア 児童 ・生徒の興味関心 を高め るために、教材文字 にっいての話を した り字形 や字源

を示 したりす る。

イ 課題 その ものを見っ け られない とか、適切 な自分の課題が とらえ られない とい う児

童 ・生徒には、再度 「基準」を示 した り自己批正の適否 を助言 した りして、気付 くよ

うにす る。

ウ 字形の理解 や 「基準」の確認、筆 の動 きや使 い方の理解 の際、 チーム ・テ ィーチ ン

グであれば一 人の教師が説 明 し、 それに合わせて他 の教師が教具を操 作す ることによ

り、 さらに効果的な展 開になる。

2課 題解決の方法 を見いだすように

文字を正 しく整えて書 く方法 と して、紙に何十回 も書 き長時間練 習すれ ば、課題が達成

され るであろうか。現在の児童 ・生徒 の実態 と合わせて考え ると、どの ように文字 を書 く

かの 目安 と しての基準を理解す ることが必要であ る。次に、その基準 に照 らして、児童 ・

生徒が 自分 自身の課題 を見っ け、その課題 をいかに解決す るか、その解決の見通 しや方法

を見いだせ るよ うにす ることによ り、意欲的 に課題解決がなされ るもの と考え る。

自分の文字 と教材文字 とを比較 した り友達 と話 し合 った りしなが ら一 人一人が楽 しく主

体 的に・課題解 決の方法を見いだす ことがで きるよ うに育て る ことは、生涯学習社会 に生

きてい く児 童 ・生徒 にとって大切 な ことで ある。 そこで、具体的 な指導法 として、以下の

よ うな工夫 を考え、取 り組む ことと した。

(1)解 決方法 を見 いだすための児童 ・生徒の学習活動の工夫

ア 試 し書 き と教材文字 を提示 し比較す ることにより、全体で 「基準 」を確認 し合 いな

が ら、 自分の課題解 決に向けての方法を見つ け られるよ うにす る。

イ 練 習用紙の 中か ら、 自分の課題解決 に合 った練 習用紙を選択 し、児童 ・生徒 自身が

練 習方法 を考えなが ら、学習で きるようにす る。

ウ 「基準」 に照 らした 自分の課題 に合わせて、課題別色 リボ ンや色付箋を選ばせ るこ

とによ り、各 自の課題意識が明確 に自覚できるよ うにす る。 また、 それ らを身近に置

くことによ り自分の課題を常に 自覚で き、練習内容や時間配分の見通 しを もっ ことが

で きるようにす る。

(2)解 決方法 を見いだす ための教材 ・教具 の工夫

ア 自分の課題を書 き入れ ることがで きる自己評価 シー トや学 習カー ドを作成 し、解決
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方法を考えなが ら学習が進め られ るよ うにす る。

イ 「分解文字」の操作を通 して・点画の始筆の位置 を確認 し、課題解決の方法 に気付

くよ うにす る。

ウ ビデオによる映像・水書 シー ト・二色筆等の活用をす ることにより、基本的な点画

(止め ・はね ・払 い ・折 れ ・曲が り ・そ り ・点 など)の 用法 の解決方法を見いだせ る

よ うにす る。

(3)解 決方法を見 いだすための支援 の工夫

ア 「基準」に照 らした 自分の課題を見いだす ことがで きない児童 ・生徒に対 しては、一

個別 に助言 し指導す る。

イ 水書板や実物 投影機 などの用具や機 器を使 い、筆の動 きや穂先 と腹の使い方 を二色

筆で示範 しなが ら説明す ると、何が うま くいったのか、 いかなか ったのか、ど う直せ

ばよいかに気付 き、課題解決の方法を見 いだす うえで有効であ る。

ウ 筆使いについて 「スーツ」 「ボ ン」 などの音声化 を工夫 し、基本的な点画の書 き方

の理解 を深め る。 その ことによ り筆使 いの解決方法 を見 いだせ るよ うにする。

工 書写学習の参考資料を掲示す るコーナーを設け、基本的な点画の筆使 いを示 した大

きい図版な どか ら、課題解決の ヒン トを常 に得 られるようにす る。

3課 題解決 に向けて取 り組 むように

児童 ・生徒の 自主性、 自発性を生か した学習展開 は、児童 ・生徒の意欲を助長 し、学習

活動が活性化 され楽 しい もの にな る。意欲が高ま り主体的に取 り組む ようになるためには、

児童 ・生徒一人一人が何 をどの ようにすればよいかを理解 していることが大切である。づ

ま り、学習の課題を もち、学習方法が分か っていることが必要であ る。学習課題 の達成に

向か って 自分 なりの練習方法 を明 らかにす ることが学 習意欲 にっなが り、主体 的な学習を

促す。 一人一人が自分の学習課題を 自覚 して、 自分 な りの解決方法を考えて取 り組むよ う

にす ることが、学 習す る楽 しさを味わいなが ら進ん で学 び続 ける姿勢 にっなが るのであ る。

そ こで、具体的 な指導法の工夫 と して、以下の工夫を考え実践す ることとした。

(1)児 童 ・生徒の学習活動の工夫

ア 児童、生徒が 自らの課題を解決す るためには、十分に練 習や 自己評価を行え ること

が大切である。課題解決 に向けて練習す る時間を確保 し、達成感、成就感が得 られ る

ようにす る。

イ 課題解決 に向けて 自 ら選んだ り考えた りしなが らい くっかの方法で取 り組 めるよう

に、練 習用紙の工夫を した り弾力的な学習時間の設定を図 った りす る。

ウ 多様 な解決方法を体験 で きるように、分解 文字 ・水書板 ・二色筆な どのいろいろな

練習 コーナーを設 け児 童 ・生徒が 自由に試みる ことがで きるよ うに し、練習意欲を も

ち続 け られ るよ うにす る。

工 課題別 グループに応 じた座席 にす ることで、相互評価 が しやすいよ うに し、達成感

・成就感が得 られ るよ うにす る。

(2)教 材 ・教具 の工夫

ア ニ色筆 による示範:淡 墨を使 い、穂先のみ朱墨を付 けた二色筆の示範を見 ることで、

一5一



穂先の通 り道を理解で きるよ うに し、練 習に生かせ るよ うにす る。

イ 課題別色 リボ ン、色付箋 の工夫:児 童 ・生徒が 自分 自身 の課題を はっきり自覚 し、

常 に意 識 していることは、主体的な課題解決 において極 めて大切な ことである。 そ こ

で、課題別 に色 リボ ンを腕 に付 けた り、色付箋 を机上には った りして、児童 ・生徒が

常 に自分の課題 を意識で きるよ うにす る。

ウ 練習用紙 の工夫

切 教師が作成す る練習用紙

a課 題解 決への意欲をっけるため、易か ら難への練 習段階を設定す ることが大切

であ る。例 えば、か ご書 き(な ぞ り書 き)を す る→ 穂先の通 り道 を示す→始筆 の

位置や角度 を示す→概形の枠 を示す→ 中心線 を入れ るな ど。

b練 習用紙 に評価欄を設けて、練習の過程で も自己評価がで きるよ うに し、主体

的 に取 り組 め るよ うにす る。

c一 人一人が、 自分の課題 に応 じて練習用紙を選択で きるよ うにす る。(本 時の

課題解決を 目指す ものだ けでな く 「基本の点画」が練習で きるよ うな もの も用意

す るな ど、個別 の課題 に も対 応で きるよ うに配慮す る。)

(イ)児 童 ・生徒が作成 す る練習用紙

a教 師が作成 した 「基準」が明確 な練習用紙を手掛か りに しなが ら、 自分の課題

に合 った練習用紙 を児童 ・生徒 が作成で きるよ うにす る。

b補 助線(「 スケール シー ト」 に合わせ た もの)の 入 った用紙 を用意 し、 それを

活用 して 自分 な りの練 習用紙が作 りやす くす ることも実態に合 わせて行い、主体

的な学 習がで きるようにす る。

(3)学 習意欲を持続す るための支援の工夫

ア チーム ・テ ィーチ ングによる指導:個 別指導 の場や機会 を増やす ことによ り、適切

な助言や評 価の機会が増え、学習意欲を高め られ る。で きるだけ、複数教師によ る指

導を取 り入れ、個別指導 の時間を確保 し、児童 ・生徒が意欲を もち続 け られ るよ う励

ま しなが ら、解決の方法 を見 いだせ るよ う支援す る。

イ 基本的 な筆使 いの指導:児 童 ・生徒 の課題解決を進 めるうえでは、筆の穂先 と腹 を

どのよ うに使 って書けばよいか とい うのは、大切な ことの一っであ るが、筆使いの習

得 には繰 り返 し練習が必要 である。児童 ・生徒が、穂先の通 り道を常 に意識で きるよ

うな支援と して、 「声かけ、基本点 画の練 習用紙、示範」等を工夫 し、時間があれば

児童 ・生徒が 自由 に活用 で きるように してお く。

4達 成感 ・成就感 を得 ることができるよ うに

自分の課題解決 に合 った練習が効果的にで きだか ど うかを確 かめた り、友達 のよさを認

めた り、次時への意欲 を もち続 け られる児童 ・生徒 にす るために、特 に評価にっいて工夫

す ることが重要であ る。

(1)児 童 ・生徒の学習活動 の工夫

ア 自己評価

(ア)ま とめ書 きと試 し書 きを比べて学 習成果 を実感で きるよ うにす る。

一6一



(イ)自 己評価 シー トに学習の目標を

書 き、学習後 自分の向⊥ したとこ

ろを確認 し、達成感を得 られるよ

うに助言す る。

(ウ)学 習の 目標が どの程度達成で き

たかを 自 ら評価す ることによって、

次時への課題意識が より明確 にな

り学習意欲につ なが るように励 ま

す。

イ 相互評価

(ア)相 互 評価をす ることにより、互

いの課題解決 に向けての努力や課

題を達 成 したことを認め合 い、 自

分の学習に取 り入れていけるよ う

にす る。

1イ)ま とめ書 きと試 し書 きを比べて

友達 の努力 した ところや よ くなっ

た ところに気付 き、認めあうよ う

にす る。

教材 ・教具 の工夫

ア

馨

岬

牛
麟 誕 熟鹸 潮幽 蝉"葺 髄

試 し書きとまとめ書き

{2)

課題別掲示や、 まとめ書 きと試 し書 きを並べた掲示な どを工夫 し、一人一人が課題

と した ところの進歩を 自覚 し、成就感を味わい、次時への意欲を もち続 け られ るよ う

にす る。

(3)教 師による支援の工夫

ア 児童 ・生徒が課題別 リボ ンを付 けた り、色付箋 を机上 には った りす ることにより、

各 自の課題意識 を瞬時に見て とって、その課題にあ った助言や励 ま しをす る。

イ ー人一人の表情 ・っぶや き ・学習活動 ・発言な どをきちん と受 け止め、肯定的 に評

価 し、今後の学習に向か って意欲が高 まるよ うにす る。

ウ ー入一人の能力を引き出そ うとす るばか りで な く、その児童 ・生徒 な りの成長 をき

め細か く肯定的 に評価す る。

工 児童 ・生徒が安心感 を もて るよ うに、 「基準」 に照 らして よ くな った点を見付 けて

言葉をかけ、学習意欲 や学習への集中力を高め持続す るよ うにす る。

5学 んだ ことを 日常生活に生 かすよ うに

毛筆で学習 した ことを、他 の学習や 日常生活 に生 か して い くことは、児童 ・生徒の文字

意識を高め、整 った文字を書 こうとす る態度の育成につなが り、書写の楽 しさを味わえ る

よ うにな って い く。それは、 「読みやすい文字 とは何か」 を考え、 「で は、 こうしてい こ

う」 と主体的 に取 り組 もうとす る意欲 とな って い く。

そう した文字意識を もち書 く意欲 を高め るために、次のよ うな ことに留意 した。
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●用具の選択:毛 筆(細 筆 ・太筆)邑・フェル トペ ン ・硬筆等… 目的に応 じて使い分 ける。

●掲示、印刷:書 いた文字や文を掲示 した り印刷 した りして発表す る場 を設 ける…自己評

価、相互評価 の機 会がで き、文字感覚が培われてい く。

●いろいろな用紙の利用:目 的 に応 じて多様 な大 きさや種類の用紙 に書 く体験 を積む こと

によ り、興味 ・関心が高 まる。

国語科書写においては、文字を正 しく整えて書 こうとす る能力 ・態度 の育成をね らい

として いるが 、そ こで身 に付 けた書写力 を生活の場 に生かそ うとす る児童 ・生徒に育て

てい くことも、大切 である。

(1)児 童 ・生徒 の学習活動の工夫

ア 毛筆で学 習 した 「止め ・はね ・は らい」などを硬筆に生かす ことによ り、児童 ・生

徒の書写力が あ らゆる活動の中で生か されて生活の中に定着 して い く。

イ 毛筆書写 の教材 に関連す る文字を硬筆で練習す ることによ り、学んだ ことを効果的

に 日常生活 に生 かす ことがで きる。

(2)教 材 ・教具の活用

ア 日常生活 に生 かせ るような視点 を盛 り込んだ、学習 カー ドを工夫す る。

イ 筆記用具 は 目的 に合わせて選ぶ。

③ 教師による支援の工夫

ア 新聞づ くりや ポスターな ど他者 に知 らせ るために書 く体験 を通 して、文字意識が高

め られてい く場を作 る。他 に、詩の視写、手紙、俳句 など もよい効果が得 られる。

イ 教 室や廊下等の壁面を活用 して文字環境を整え、互いの作品を見合 えるようにす る。

読みやす い文字で書かれていることや整 った書 き方であることを話題 に し、学ぶ姿勢

を高め られ るよ うにす る。
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短作文の例

皿 実践研究

〈小学校第4学 年の学習指導例>

1単 元 名 画の交わ り方 「林」

2単 元の 目標

(1)書 くことに関心を もち、課題意識を もって主体的に取 り組む ことがで きる。

〈関心 ・意欲 ・態度 〉

② 毛筆で学んだ ことを硬筆 に発展 させ、 日常生活の中で生か しなが ら書 く活動 をす るこ

とがで きる。 〈表現の能 力 〉

(3)横 画 と縦画の交わ り方 に気を付 けて、字形を整えて書 くことがで きる。

<理 解の能 力>

3単 元設定の理由

(Dこ れまでの経験 を生か し、試 し書 きを 自己批正 し、段 階を追 った練習用紙を選択 し練

習す ることによ って、 自分の課題が達成で きた喜 びを数多 く味わわせ ることが書写学習

の楽 しさにっなが ると確信す る。達成感や成就感 は、 自己評価のみな らず友達に認 め ら

れた喜び、先生に褒 め られ た満足感な どによ って大 き くなることが多 いので、適切 な支

援を行 ってい きたい。

(2)課 題文字に対 して興味 ・関心を もち、解決すべ き自分 の課題をは っきりさせ、解決方

法を 自 ら選択 し、意欲的 に取 り組 もうとす る姿勢を養 っていきたい。

(3)第3学 年での毛筆学習 によって、毛筆の扱 いに慣れて きた。4月 の画 の接 し方 「光」、

5月 の方 向 「友」に続 いて、画の交わ り方を本単元で学習す る。本単元で は、へん とつ

くりでは横画 と縦画 との交わ る位置や形が違 うことや、っ くりの横画 はへんの横画の下

か ら書 くことな どを理解 させ、字形を整えて書 くことを指導す る。 この ような学習 を通
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して基本的内容の理解を図 り、技能を着実 に身に付 ける ことによ り文字を正 しく整えて

書 く硬 筆の文字学習に発展 させたい。

また、書写学習で身 に付 けた ことが普段の ノー トや生活の中に生か されるよ うな意識

付 けを して いきたい。 さらに、漢字指導の折 りには 「止め ・はね ・は らい」等 に目を向

けさせ 、字形を整えて書 くような意識を高めたい。

4児 童の実態

明 る く素直で、書写の学習 に興味を もち、 自分の上達の喜びや友達の素晴 らしさを感 じ

取 り、意欲的 に取 り組んで いる。文字 を見 る目も少 しずつ育 ってきて いる。 「文字のいろ

んな ことが分か るか ら」 「うま くで きた らrや ったあ』 と思えるか ら」 「心の中でいろい

ろ しゃべ れるか ら」 「は らいや止めなどがお も しろいか ら」等 ほとん どの児童が毛筆を好

きと感 じている。 また書写学習の時間 には、書 くときの姿勢 ・文字の形 ・文字の大 きさ ・

筆順 ・筆の持 ち方 などに注意 しなが ら取 り組め る児童が多い。 しか し、技能面 は今後の学

習に委ね ることが大 きい。

5本 単元 における指導の工夫

① 自分の課題 を見つ けるように

ア 拡大文字 を黒板 にはる。

イ 空書でゆ っくり筆順の確認 をす る。

ウ 教材文字の 中心 に 「スケ ール シー ト」を重 ねて試 し書 き と比較す る ことによ り、

「基準」が 明確 にな って、 今後の練 習でど こに気 を付 けて書けばよいかが分か り、 自

己批正 も しやす くな る。

工 気付いた ことの発表の中か ら、 自分の考 えを まとめ、文字の 「基準」をは っきりっ

かむ。

(2)課 題解決の方法 を見いだす ように

ア へん とっ くりの 「木」を実物投影機で重ねてへん とつ くりの違 いを再確認す る。

イ 拡大分解文字 を児童 自らが操作 し、 「基準」 に気を付 けなが ら組み立て られるよう

にす る。

ウ 筆使いで気を付 けるところを二色筆で示範す ると、穂先の通 り道が分 か り、気を付

けようとす る意識が生まれ る。

工 課題別 色 リボ ンを児童 自らが選択 し、その.「基 準」 に合 った練習方法 を見っ けるよ

うにす る。

オ 自分の課題 に合 った練 習用紙を選択す る。

(3>課 題解決に向けて取 り組 むように

ア 色別 リボ ンを見て課題 を意識 しなが ら練習す るので、で きないことにだけ注 目 しな

いで、 自分の課題 に対す る達成感を味わえ る機会 が多 い。

イ 易か ら難へ の段階的な練 習用紙か ら自分 な りに選んで練習す ることによ り、 自主的

に練習 しよ うとす る意欲が 生まれ る。

(4)達 成感 ・成就感 を得 ることがで きるよ うに

アT.Tに よ って机 間指導 を しなが ら、個別 に励 ま しや肯定的な評価が伝わ るよう声
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か けをす る。

イ 児童の課題意識を瞬時 に見取 り、児童の意に沿 って認め励 ま し、一 人一人に適 切な

助言をす る。

ウ 試 し書 きとま とめ書 きとの比較が しやす いように、掲示 コーナーを設置す る。 また、

相 互評価の時間を とり、成果を確かめ ることによ り達成感 ・成就感を味わえるよ うに

す る。

工 効果的 な自己評価や相互評価がで きるよ う、話 し方 に気を付けるよう指導す る。

(5)日 常生活 に生かすように

ア 試 し書 きとまとめ書 きとを対 に して掲示す ることによ り、児童が お互 いに学 習の成

果を認め合 い評価 し合 うことができるよ うにする。

イ フェル トペ ンや硬筆 を使用 し、毛筆で学習 した成果が硬筆 に も生かせ るようにす る。

ウ 教室や廊下等の掲示物の文字環境を整え、新聞や ポスター等で 自分 の書 いた文字 を

振 り返 る機会を作 り、児童相互 の文字意識を高め生かせ る場 を設定す る。

工 書写で学ん だことを他の学習や 日常の文字に生かせ る機会 を とらえて、文字を正 し

く整えて書 くことを、継続的 に指導す る。

6指 導計画(2時 間扱い)

第1時:横 画 と縦 画の交わ り方 に気を付 け、練習用紙を使 って練 習をす る。(本 時)

第2時:画 の交わ り方 に気を付 け、字形 を整 えて まとめ書 きを し、その学習を硬筆 に生

かす。

7本 時の学習(1/2)

(T}目 標

●試 し書 きと教材文字を比較 し、 自分の課題を もっ ことがで きる。

●自分の課題 に合 った練習用紙を使 って練習す ることがで きる。

② 展 開

◎児童の学習活動の工夫 ☆教材 ・教具の工夫 ◇教師の支援

学習内容 学 習 活 動 指 導 法 の 工 夫

① 「林」 という文

字を書 くことを

知 る

②筆順を確認 し、

試 し書 きをす る

③配 批正をし基i.教 科書を見ながら自己批乱 、
準を設定する

●空書で筆順を確認 し、筆の持 ち

方や姿勢などに気を付 けなが ら

試 し書 きをす る

気付いたことを赤ペ ンで書 き込
む(ス ケール シー トを使い中心

に目を向け操作する)
●自己批正を して分か ったことを

発表する

◇T1は 主 として廊下側児童、
T2は 校庭側児童を支援する。

◇ ゆっくり左手で空書する

☆拡大文字(黒 板)

☆教科書

i☆ スケ紬 シー ト

ゆ り

藁 二凝盟
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● 「へ ん 」 と 「っ くり」 を重 ね 合 ◇発表者の気付きを学級全体で
わせた図(実 物投影機)を 見て 確認できるよう拡大文字を使
違 いを確認する1っ てまとめてい く
は横画の右 よりに交わ るように書 き始め る

搬 灘 画は横画の帖 交わるように書き始める 「

、③っ くりの横画はへんの横画の下か ら書 き始める1

●拡大分解文字を操作 し、基準の ☆拡大分解文字
④自分の課題をも 確認をする ☆実物投影機
ち練習する ●自分の課題を もち課題別色 リボ ☆課題を表す色別リボン

ンを手 に付ける ◎ リボ ンは一つ とする
◇課題をもてない児童には助言

●示範を見て、基準の書 き方を理 ◇T2基 準や筆使いが分か るよ
解する うに ゆ っ くり書 く

☆二色筆
●自分の課題にそ って練 習をす る ◇練習中の一人一人の意欲を大

切に しなが ら机間指導を行 う
⑤まとめ書きをす ☆課題別練習用紙
る ●1枚 まとめ書 きをす る

⑥自己評価をする
●試 し書 きとまとめ書 きを比べ自 ◇次時の学習に意欲がもてるよ
分の課題が達成できているか評 うに声かけをす る
懸する
●次時の学習内容 を知 る

㈲ 評 価

自分の課題 にそ って練習することがで きたか。

8本 時の考 察

(1)自 分の課題 を見つけ る工 夫について

ア 試 し書 きと教材文字 とを比較 し、 自己批正をす ることで児童一入一人が意欲的 に課

題を見つけ学習 に取 り組む ことがで きた。

イ 「スケール シー トJを 使 って 自己批正 した ことも、中心や基準が確認 しやす くなり

自分の課題 に気付 く手立て とな った。

ウ 児童が、基準 を声 に出 して確認 したのがよか った。

基準の設定(実 態調査 と合わせて考察)

① へん とっ くりの 「木」の形が違 う。

13人

困
14人

囲
② つ くりの横画 は、へんの横画の下か ら書 く。

11人

圏
17人

囲

3人

圃
2人

囲
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③4画 目と8画 目の始筆の位置の違いに気 を付 ける。

22人

囮
リボ ンを付 け練 習す る児童 試し書きを自己批正する児童

(2)課 題解決 の方法 を見いだす工夫について

ア 児童が意欲的 に見っけた気付 きの中か ら基準 を三っに絞 った ことによ り、一っ一っ

が分か りやすか った。 さらに、色別 に したので明確にな った。

イ 拡大分解文字を操作す ることによって三つ の基準を再確認す ることがで きた。

ウ へん とっ くりのr木 』の違 いに気付 くよ うにへん とっ くりを実物投影機 で重ねた こ

とにより、 「木」の右払いの長 さに注 目で きてよか った。

工 実物 投影機 を使 ってT2が ゆっ くり示範を し、T1が 「基準」 にっいて説明を した

ので、具体的で分か りやすか った。児童は身を乗 り出すよ うに して見っめ、意欲が高'

まってい ることが分か った。

オ 「二 色筆」を使 い、筆の穂先の動 きに着 目 しなが ら書 くよ うに した ことで、筆使い

の課題が 明確 になった。今後 もこうした きめ細 やかな指導を して いきたい。

力 課題別練習用紙 は、児童が基準 を設定 し到達 目標 に合わせて練習用紙を選択できる

ので課題 にそ って主体的に活動 して いた。

(3)課 題解決 に向けて取 り組 む工 夫について

ア 課題別色 リボ ンを手 に付け ることで、児童が課題を常 に意識 し教師側に も児童の考

えが分か って支援 が しやすか った。

イ 課題別練習用紙 は、1・2・3段 階の レベルに合 わせて技能が上達で きるように レ

ベル1を1枚 ・レベル2を2枚 ・レベル3を3枚 準備 し、児童の書 いた作品が教材文

字 に近付 き課題を達成で きるように作成 した。児童の苦手 な部分が克服で きるよ うに

児童 自らが選択 して、必 ず し5枚 の用紙すべてを練習 しな くて もよい としたが、納得

い くまで部分練習がで きるので、主体的、意欲的 に練習に取 り組む姿が見 られた。
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ウ 学習カー ドを色別 リボ ンに代え ることによ り書 き込み時間が短縮 され、練 習時間が

確保 され た。 それ で も、基準の確 認に時間をか けたので、本時 は8分 間の練 習時間

だ ったが、基準に気を付 けなが らゆ っくり練習を し、成果を感 じるため には10分 間 は

確保 したい。

エ まとめ書 きは1枚 の半紙 に意識を集中 して書 くことがで きた。

,
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れ
る

以

3
訓

3

始
筆
を
入
れ
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潔
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画
を
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ほ
先
の
通
り
道
を
入
れ
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船
(4)達 成感 ・成就感を もつための工夫について

ア 効果的な 自己評価 や相互評価がで きるよ う、試 し書 きとまとめ書 きとが比 較できる

よ うに掲示 コーナーを設 置 した。

児童の作品 には 「自作 の印」を押 し、 自分の まとめ書 きに愛着を もって 自信 にっな

が るよ うに指導 している。

イ チーム ・テ ィーチ ングによる支援を行 ったことで、児童の要求 に応 じやす く、普段

よ りきめ細かな個別指導がで き課題解決 に有効であ った。 ゆとりを もった声か けが よ

り児童の意欲を喚起す る ことが分 か った。チーム ・テ ィーチ ングによる役割分担を生

か し、さ らに、効果的なチーム ・テ ィーチ ン

グに よ る授 業 の可 能 性 を追 究 して い きた い。 賦 ・`,、.

∫b靴

ウ 試 し書 きとまとめ書 きを 自分の課題 と照 ら ・遜

し合わせ、課題が達成でた ことに気付 くよ う、 龍

大 いに認 め励 ま した。児 童 はで きるよ うに

なった喜びを実感 し、普段よ りもいっそ う満

足 した様子であ った。
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〈中学校第1学 年 の学習指導例>

1単 元 三 行書の学習 「大木」(初 めての行書学習)

2単 元の 目標

(1)楷 書 と行書の違 いについて理解する。

(2)点 画の変化 と筆脈の連続について理解 し、行書で書 く。

(3)毛 筆で習得 した行書の書 き方を硬筆で確 かめ、 日常化を図る。

3研 究主題 とのかかわ り

(1)主 体 的な活動 を支え る思考活動の重視

国語科書写学 習を通 して 「一人一人が楽 しく主体的に活動す る」力を培 うためには、

自 ら学ぶ意欲を育成す る環境が必要である。

自ら学ぶ意欲 は、知的好奇心 と自らの価値を評価で き、 自 ら選ぶ ことがで きるとい う

気付 きを感 じることによって培われ ると考え る。人間は、 自 らの価値を評価 し、すべて

の ことを 自 ら選べ るよ うであ りたい、っ ま り自己決定を したい と思 ってい る。 そ して、

この 自 ら学ぶ意欲 こそが、人を課題 に向か わせ る。その課題 に挑戦 し習得す ることに

よって、 自 らの価値 を積極的、肯定的に評価で き、 さ らに目標を達成 した ときの達成感

・成就感 こそが 「楽 しい」 という心情だ と言え る。

自らの価値を評価 し、 自己決定をする思考活動 は、 自 らを知 り判断す る力 につ なが る。

自分が行 ってい る活動が 自分にとってどん な効果があるのか。 それを客観的 に知 ること

が、 自らの価値を評価で き、 自己決定的であると強 く感 じることがで きるのである。

したが って国語科書写の学習が単 に整 った文字を書 く技能 を学ぶための ものではな く、

どのよ うに書 けばよいのかの思考活動は、 自ら学ぶ意欲を育成 し、すべての学習活動の

基礎にな る主体的な学 習活動を導 くことが できるように進めていきたい。

図1.思 考の構造図

メタメタ認知

楽 しさ感覚

定

画

正

設標目

計

修

自らを知る力
●気 付 き=こ こが上手にできない

●感

●予

●点

●評

判断力

覚=こ うやって書 くのね

想=こ うやって書けばうまくいくのかな?

検=こ の考えでいいのか?

価e上 手に書けた(自 らの価値)

●目標設定=こ こを上手に書 こう(自 己決定)

画=ま ずはここを上手に書 こう(自 己決

定)

正eこ の書き方はダメだから、別の書き方

を しよう。(自 己決定)
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② 楽 しく主体的な学習 をす るための評価の工夫

書写 は小学校か ら継続 して学習す る。中学校では小学校での学習の成果を踏 まえ、楷

書 とそれに調和 した仮名、行 書の基礎的な書 き方及 びそれに調和 した仮名を学 習す る。

そ して、その成果を 日常の硬筆及 びその他の書字活動 に活かす ことが書写 の目標であ る。

自 らを知 り判断す る力を育成す るために、教師 は、①学習対象 にっいての新 しい観点

を提供 し、②生徒が 自らの考えを行動 に移す ことを支援 し、③生徒が 自己評価をす る機

会を提供 し、④ 生徒 の 自己評価の評価 をす る。今回の研究では、 これ らを 自己批正 と自

己評価 シー トの活用 を通 して工夫 し行 いたい。

自己批正 とは書写 の用語で、 自分で書 いた文字を 自分 自身で教材文字 と比較 しなが ら

訂正 したり批評 した りす ることをい う。 これは、 自分 の書写 におけ る課題をっかむのに

有効的な手段 とされ る。

生徒は 目標基準[別 表](次 ペ ー ジ参照)を 手掛か りに、個 々の課題意識 と関心 ・意

欲 によって 自らの課題を選び、 自己評価 シー ト(①)に 記入す る。 この課題 の 自己決定

は、 自己の書写力を 自覚 している生徒は的確 に行 うと思われ る。 次に課題 に従 い試 し書

きを行 い(②)自 己批正 をす る(③)。 自分 に必要 な練 習用紙 を選択 し、練習 と自己批

正や 自己評価を繰 り返す(② ③)。 教師はその際、積極的 な形成的評価を行 う必要が あ

る。課題解決 に向けて取 り組む生徒 をほめなが ら、達成感 ・成就感を得 させ、生徒が 自

らを知 り判断す る力を支援 し、楽 しく主体的に学習す る心 を喚起す るので ある。

図2.生 徒の活動の流れ と評価 の構造図

作品

(毛筆 ・硬筆)

OO

作品

(毛筆 ・硬筆)

0

自己評価
自己批正

自らを知 り判断する力を促進す る教師の役割

①=学 習についての新 しい観点を提供

②=生 徒が自らの考えを行動に移す支援

③=生 徒が自己評価をする機会を提供

④=自 己評価を評価する

作品

(毛筆 ・硬筆)

自己評価に

対す る教師
の評価

●o

作品

(毛筆 ・硬筆)

●O

教 師による総合 的評価 は、提出 された まとめ書 きと自己評価 シー トを用 いて行 う。生

徒が 、自分で選 んだ課題の解決に向けて的確 に自己批正 を して いるか、 まとめ書 きと試

し書 きを比べ て 自己の上達 の様子 を的確に自己評価 して いるか に注 目す る(④ ①)。 そ

して 、生徒の達成感 ・成就感を認 めなが ら、次の課題 に向けて 自 ら考え 自 ら学ぶ意欲を

喚起す るよ うな評価 を行 って返す。生徒は教師の評 価を基 に改めて 自己を肯定的 に再評

価 し、 日常 の書 くことについて も、興味 ・関心を もつ よ うにな るであろう。 その ために

は自己到達度評価が より適 切であると考える。
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4生 徒の実態

生徒の書写 に関す る意識調査を行 ったところ図3の よ うな結果にな った。

「第1学 年 の毛筆書写に対す る興味」 「本学級 の毛筆書写 に対す る興 味」を比較すると{

毛筆書写を嫌い とい う生徒がやや多 めの傾向が あ る。その理 由は・面倒 臭い、墨で手や服

が汚れ るのが いや といった周辺的な事柄が多 く挙げ られている。が、 うまく書 けないとい

うの も原因 にな っている。=一 戸

一方
、好 きだ と答 える生徒 は、楽 しい、雰囲気が良 いと している。書写の時間は静かに.

取 り組 むことが一般的 なので、その静寂が気 に入 っているよ うである。 また図3の 第1学;

年全体の 「上手な字を書け るよ うに」 と本学級の 「上手 な字を書 けるよ うに」の分布か ら一

分か るよ うに、 ほとん どの生徒が 「上 手な字を書 けるよ うにな りたい」 と思 ってい る。個 『

別 に見 ると、本学級で も書写が好 きであれ ばあ るほど 「上手な字を書 け るよ うにな りた

い」 という欲求を持 っていることが分か った。

図3.書 写 に関す る意識調査

第

一
学

年

全

体

本

学

級

0

0

0

0

043ワU

l

毛筆楷書に対する興味

嫌い← →好き

毛筆楷書に対する興味
O

O

O

O

O4Ωり21

嫌い← →好き

第

一
学

年

全

体

本

学

級

上手な字を書けるように

0

0

0

0

0

0【0」鮎ら021

なりたくない← →なりたい

上手な字を書けるように

O

O

O

O

O

O【》4?り21
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5本 単元 におけ る指 導の工夫

(1)自 分の課題を見つけるように

ア 別表の 目標基準を確認 し、 自分の学 習課題を考 えるようにす る。

イ 拡大文字 と行書の特徴を書いた表を黒板 にはり、本時の教 材文字の基準を明確 にす

る。

(2)課 題解決の方法を見いだすよ うに

ア ニ色筆による示範を行い、行書の筆使 いの特徴が分か るようにする。

イ 自己評価 シー トを用 いて、 自分の課 題を選 び、練 習方法を考え記入す る。
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ウ 自分 の課題 にあ った練 習用紙を選択す る。

(3)課 題解決 に向けて取 り組 むように

ア 色別の付箋紙 を机上に示 し、常 に自分の課題を確認で きるよ うに してお く。

イ 自分の 目標 にあ った練 習用紙を 自由に選択 しなが ら練 習す る。

(4)達 成感 ・成就感 を得るこ とがで きるよ うに

ア 机問指導 を しなが ら個別 に対話を し、適切な助言、肯定的な評価を行 う。

イ 自分の課題が達成で きているか という観点で繰 り返 し自己評価を行 うよ うにす る。

ウ 試 し書 きとまとめ書 きを比較 し、 自分の達成度や新たな課題 に気付 くよ うにす る。

(5)日 常生活 に生かす ように

ア 硬筆や漢字指導のなかで 「大木」 と似 ている文字を取 り上 げ、継続的に行書の書 き

方を学 習でき るよ うにす る。

イ 教室内に行書を使用 した文字環境を増 や し、行書の定着を図る。

6指 導計画(3時 間扱 い)

第1時 楷書 と行書の違いにっ いて理解す る

第2時 「大木」を行書で書 き、点画の変化 と筆脈 の連続について理解す る。 自分の課

題 にそ って練習 し、 自己評価をす る。

第3時 「大木」 と共通点のある漢字を行書で書 き、 日常の漢字学習に活かす。

了 本時の学習指導計画(2/350分)

(1)目 標

● 「大木」を行書で書 き、点画の変化 と筆脈の連続 にっ いて理解す る。

●自分の課題 にそ って練 習 し、 自己評価をす る。

(2)展 開

◎ 生徒の学習活動の工夫 ☆教材 ・教具の工夫 ◇教師の支援

学 習 内 容

①楷書と行書の違

いを確認する。

② 「大木」の行書

体の特徴(基 準)

の確認。

③基準を知る

学 習 活 動

●教科書を見なが ら、楷書と行書の違

いを確認 し、発表する。

●黒板の表を見なが ら、 「大木」に当

てはまる基準(特 徴)を 発表す る。

●前時にたてた、各自の 目標の予想を

確認す る。

ア 曲線的でやわ らかい。

〈ピンク色付箋 〉

イ 点画の形や長さ、方向などが変わ ることが多い。

〈黄色付箋 〉

ウ 点画 と点画の間の筆脈に線が出ることが多い。

〈青色付箋 〉

指 導 法 の 工 夫

☆黒板に六っの項 目を書いた表

を提示する。

☆拡大文字を提示する。

◇基準ア～ウの項 目ごとに色別

のチ ョークを用いて、拡大文

字の台紙に書 き込む。

☆ 自己評価 シー ト

◇T2は 示範をす る。初めての

行書なので、ゆっくり書 く。

☆二色筆を用いて穂先の通 る位

置を明 らかにする。

◇T1は ア～ウの基準 と用筆に

特に留意 しなが ら解説する。
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●用筆の留意点に注意 しなが らT2の ◎生徒のつぶやきを大事にし、

行 う示範を見て、基準を確認す る。 課題が明確になるような視点

で助言す る。

③試書と自己批正 ●!枚 目の半紙に試書をする ☆色別付箋紙

●教科書の文字 と比べ、 自己批正する (ア ピ ンク色、 イ 黄色、

④課題の決定 ●自己批正に基づき、本時の目標を決 ウ 青色)

定 す る。

●自己評価 シー トに赤ペ ンで記入す る

(前時に立てた目標 と異なるとき)

⑤練習と批正 ●自分の課題を表す色別の付箋紙を墨 ☆練習用紙

汁容器に貼って見えるようにする。 ◇用筆の曖昧な生徒には手を添

えて指導する。

行書の特徴に注意 しなが ら、課題解決に向けて練習 しよう

●自分の課題解決の目的に合 った練習 ◇生徒が課題や指導して欲しい

用紙を使い練習する。 点を説明す るように支援 し、

●質問がある場合には積極的に教師を 対話の中で指導及び評価とな

呼ぶ。 る声かけを加えてゆ く。

⑥ まとめ書きと自 ●2枚 目の半紙にまとめ書 きを行う。

己批正 ●自己批正をする。

⑦自己評価 ●試 し書 きと見比べて 自己評価 をす ◎自分の課題を達成した部分に

る 。 目を向けるように 声かけを

●自己評価 シー トに記入 す る。
!-7

イ丁 つ 。

(3)本 時の評価

「大木」を行書で書 き、点画の変化 と筆脈の連続にっいて理解で きたか。

自分の課題 にそって練習 し、 自己評価で きたか。

8本 時の考察

本学級で は、本時以前に行 った ア ンケー ト調査で、34.ら%の 生徒が書写 に興味 ・関心を

もっていた。 しか し、本時の終わ りの 自己評価 シー トによると、89,7%の 生徒が本時の授
一一一 部

業に楽 しさを見 いだ し

てい た。書写 に対 し興

味 ・関心が増 した と言

え よ う。 また、 自分の

課題 を見っ け るため に

配布 した[目 標基準⊃

か ら生徒 は平均で3～

4項 目の課題を選んで

い る。 自己の課題意識

と経験か ら、 自分 に適

した課題 を選 んで積極

部
分
練
習
用
紙

「大
」
の
行
書

分
練
習
用
紙

「木
」
の
行
書
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的に取 り組んでいた と言え る。 またその うち、平均3項 目の課題が達成 されてい るので、

課題 の選 び方 も適 切であった と思われ る。 そ して、 この達成感 ・成就感 を得 られた ことが

書写への興味 ・関心を増 した理由 と言 える。

各生徒が 自分で練 習用紙を選択 していたが、課題解決に向けて特に役立 った練 習用紙 と

して1、2、3枚 目を挙げてい る。 これ らは文字の基礎 ・基本の練習をす るための もので、

初めての行書学習を意識 しての選択 と思われ る。

本時の学習では、初めての行書学 習 ということを意識 させ るために、特に行書で書 くと

きの3項 目の課題 を優先的 に選択 す るよ うに指導 した。その優先課題に関 しては89.7%の

生徒が達成 した と自己評価 してい る。 また優先課題以外の課題か らも82.8%の 生徒が課題

選択 してお り、生徒が積極的に書写 の能力を高めようと していることが分か った。

さ らに、 これだけ多数の生徒が書写 に対 し興味 ・関心を増 した とい うことは本時の学習

を 日常 に生かすための素地が培われた と思われ る。

学 習 風 景 自己評価 シー ト

、 色己誹 価 シ+ Ike・ 亀 晒

イ 舶 の目標 3 円 円 ⑳ 狙
2 塊 鵬o◎ 乙○@ 1

3

'

目徹 醜 育3・1・綬セ,碑 襯 繍N・4

ウ,と枚 拠 多d槻17レ ヵ1,擁束習齢 酬 夙 ク

4

∫

一 一 一,

舶 の文守傭,1諏 ・醜

勅 筍 、幡 触 塘 る協偽 初ト1勧協

舶"織 。感穐

勘 動 誌く戯.勧 切▽。.
6摩 ・エ・翻 追(。 。dX)1◎1

Oh〆 璽 己評価外 、,2登 晒

イ 舶 ・目酬882
'ラ'

%

2 塊鵬◎◎ 同 1
3

農譲畿驚 薯織 § _」
l

-

4

瓦
i縫鮮1鼠
心 ・ πNこなりと麟6た

'

6旨 … 舗 ㊥。・・)1@1

以上 、本時で は、研究のね らいの うち4項 目が達成で きた と言 える。本時の学習を 日常

生活に生かす ために は、 さ らに行書の学習を深め、文字環境を整 えることに も留意 してい

くことが必要であ る。

本時の反省 として次の ことが挙 げ られ る。 まとあ書 きその ものに自己批正 しな くて もよ

いのではないか。特 に大事 な ことは、試 し書 きとの比較 を通 して、良 くな った点を中心 に

自己評価 シー トを使 って評価す る ことであ る。 そうした方が達成感 ・成就感 をよ り得 られ

ると思われ る。1単 位時間には全生徒の様子を見て取 る ことは難 しいので、 自己評価 カー

ドの活用 も含 めて さ らに工夫 したい。
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[別表]目 標基準 一
}国 語科書写の学習事項 こ言語事項〕

! ア 字形を整え、文字の大 きさ、配列 ・配置に気を付けて書 くこと。Pイ 漢字の楷書 とそれに調和 した仮名に注意 して書 き、漢字の行書の基礎的な書 き

方を理解 して書 くこと。
1.姿 勢や筆の正 しい持 ち方を理解 して文字を書 くこと。

1

一

「I

i番 号 指導1細 目

1 姿勢 文章を書 く姿勢を習慣化す ること。

2 姿勢 筆の持ち方を習慣化す ること。

3 姿勢 腕の構え方を習慣化す ること。

2.用 筆(筆 使 い)に っ いて理 解 を深 め、文字 を書 くこ と。

囲 指導
細 目

4 用筆 点画の始筆などの用筆に注意 して丁寧 に書 くこと。 ・

5 用筆 点画の送筆(折 れ、曲が りなど)な どの用筆 に注意 して丁寧 に書 くこと。

6 用筆 点画の終筆(止 め、はね、はらい)な どの用筆 に注意 して丁寧に書 くこと。

7陣 筆 筆の運び方の遅速や圧度に注意 してか くこと。

a字 形の整え方 につ いて理解を深め、整 った文字を書 くこと。

i番号
指導 細 目

8 字形 点画の長短などを適切に して字形を整え ること。

9 字形 点画の方向などを適切に して字形 を整え ること。

10 字形 点画の接 し方、交わ り方 などを適切に して字形を整え ること。

11 字形 点画と点画の間などを適切 に して字形を整え ること。

12 字形 文字の概形、中心のとり方などを適切に して字形を整えること。

13 字形 文字の左右 ・上下の組合せなどを適切に して字形を整えること。

14 字形 筆脈の一貫性に注意 して字形を整え ること。
【

X15 筆順1 筆順にっいての原則的なことを理解 し、筆順 に従 って書 くこと。1

4.紙 面に書かれた文字全体が、紙面全体か ら見て、っ り合い整 って書 くこと。

瞬 指導 細 目

16
縮

調和 紙面の大 きさと書かれた文字の大 きさの調和 を注意 して丁寧 に書 くこと。

17 調和 文字の大小の調和 を注意 して丁寧に書 くこと。

;18
1

調和 文 閤 ・行 閤 ・余 白 の 調 和 を 注 意 して 丁 寧 に 書 く こ と。
1

5.行 書の基礎的な書 き方を理解 して書 くこと。

番号

19

20

21

指導

字体

字形

字形

田糸

点や画の形が丸みを帯びる場合があ ることに注意す ること。
一

点や画の方向、止めやは らいの形が変わ る場合が あることに注意す ること。

点や画が連続 したり、省略 された りす る場合があ ることに注意す ること。

1置 ⊥i癖 筆脈に臆 し・文字の連続1・注意して書くこと・

L======二.
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IV研 究のまとめと今後の課題

本年度 は 「一人一人が楽 しく主体的に活動す る書写学 習Jと いう主題で研究を進 めて きた。

児童 ・生徒が楽 しく主体 的に学習す るためには、次の五っの視点か ら学習活動の よりよい

展開を図ることが有効 であろ うとい う仮説 を基 に、研究 を進めた。

1

2

qδ

4

只
り

自分の課題を見つける子

課題解決の方法を見いだす子

課題解決に向かって取り組む子

成就感、達成感を得ることができる子

学んだことを日常生活に生かす子

研究員全体で取 り組 んだ研究授業は小学校及 び中学校 の毛筆学習であ ったが、 この1年 間、

各研究員が 自分の書写指 導の中で、上記の五つの視点を押 さえて指導法の工夫を行 いなが ら、

検証を進あて きた。 その結果、次のよ うな成果が得 られたと考え る。

1自 分の課題 を見つ けられるような工夫 について

硬 筆書写にお いて も毛筆書写 にお いて も、試 し書 きと教材文字 を比 較 し、 「スケール

シー ト」や 「拡大文字」を使 って文字の組 み立てを観察 した り、 「分解文字」を操作 した

りす る活動を は じめに位置づ け、それを通 して 自己批正 を した ことによ って 自分 自身の課

題が明確 にな り、意欲 的に学習に取 り組 む姿が見 られるよ うにな った。

2課 題解決の方法 を見 いだせるよ うな工夫 について

課題が明確 になる と、その課程 で 自分 な りの解決方法を思い浮かべ ることがで きるよ う

にな った。そ うして、一人一人が 自分の考え に したが って、課題に応 じた数種類の練習用

紙の中か ら選択 しなが ら練 習を進 めることがで きた。学習カー ドや評価 シー トの感想欄を

見 ると、練習用紙の種類や枚数 の制限がない ことか ら、 自分のペースで練習で きたことが

課題解 決の意欲をい っそ う高 めて いると分 か った。

3課 題解決に向けて取 り組め るよ うな工夫 について

一人一人の課題 に応 じて色別の リボ ンや付箋を用意 したことによ り
、個に応 じた支援 を

よ り適切 に行 うことが できた。個別 の学習課題を瞬時に見取 って、 自己評価が厳 しす ぎる

児童 ・生徒へ の 「課題達成」を認め る語 りか けや、課題 に応 じた賞賛を行 うことがで きる

ので、児童 ・生徒の学習意欲 を高め持続 させ ることがで きた。そ して、真剣 に練 習に取 り

組んだ児童 ・生徒 は、大 きな満足感 ・達成感を得 ることが できた。

また、練習への抵抗が少 ない学習用具を使用 した り、練習 コーナーを設けた り したため

に、楽 しみなが ら主体的に課題解決 に向けて取 り組む ことがで きた。 そ して、 これ らの活

動の中で児童 ・生徒相互の学 び合 いの姿 も見 られるようになった。
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4成 就感、達成感を得 ることができるような工 夫について

児童 ●生徒が相互に比較 ・検討 しなが ら試 し書きや清書 を見合え るよ う掲示 コーナーを

工夫 した ことによ り・ 自己評価や相互評価の適切 さが増 し、認め合いなが ら自分の課題 に

向か って主体 的 に学 習 しよ うとす る意欲が 感 じられ るよ うにな った。 特 に、 チー ム.

ティーチ ングの際 は、学習 中によ り多 くの励 ま しの助言が行え るので、い っそ う効果的で

あると実感 できた。

5学 んだことを日常生活 に生かすよ うな工夫 について

この ことにっいては、児童 ・生徒の発達段階 に応 じて、他教科 ・領域等 との関連 を図 り

なが ら、書 く活動 を様 々に設定す るよう工夫 した。確か に、児童 ・生徒 の書いた文字 にょ=

りよい変容が見 られ ることは多 くな ったが、 まだ、進んで文字を書 くことを工夫 した り、

引 き受 けた りす るような った とは言えない。

以上、多 くの成果を得 た1年 間であ ったが、児童 ・生徒の一人一人の内面を必ず しも十分

に とらえ切れたわけではないと反省す ることもあ った。課題を意識 しす ぎて小 さい文字を書

いで しまった り、筆使いがかえ って うま くいか な った りす る児童 ・生徒 も見 られ たか らであ

る。ただ、発達段階にかかわ らず、 「学ぶ楽 しさ」 は 「で きた喜 び」 と表裏一体であ り、的

確 な学習方法 の指導が不可欠であ るごとが改めて分か った。

今後の課題 として、次 の三つを掲 げ、 この一年間の成果 をさ らに高め広 げるよ う努力 して

い きたい。

1整 った文字を書 きた いとい う書写に対す る児童 ・生徒の願 いをか なえ、達成感、成就感

を味わ うことができるよう、授業時間の弾力的な運用や練習用紙 ・教材教具の開発 などに

取 り組む こと。 それ と同時に、教材教具づ くりや指導が負担にな らない 「だれで もで きる

書写指導」を今後 目指 してい くこと。

2新 学習指導要領では、小学校書写 は5単 位時間程度 、中学校書写第1学 年で は7単 位時

間程度、第2・3学 年 では3～4単 位時間程度の減少 となる。効果的な学 習を押 し進 める

たあにも児童 ・生徒 の思 いやっ まず きを的確 にと らえ る教師の 目を養 ってい くとともに、

チーム ・ティーチ ングを行え るよ うに、その在 り方や支援の工夫にっいてさ らに研究 を深

あること。

3書 写力が、児童 ・生徒のあ らゆる学習の中で生か され ることや、 目的や用途 にふ さわ し

い文字を書 こうとす る文字意識 ・文字感覚を、 日常生活の中で育 て るよ うな工夫 を重ねて

い くこと。
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